
サンポート高松多目的広場常設照明設置業務委託仕様書

１　委託業務名
サンポート高松多目的広場常設照明設置業務

２　業務目的
　サンポート高松エリアに所在する多目的広場周辺において、夜間の安全性を確保するとともに、魅力的な夜間景観づくりを行うことで、夜型観光の推進やにぎわい創出につなげていくことを目的とする。

３　契約期間
　契約締結日から令和９年３月31日まで

４　照射対象区域及び施設概要等
　【照射対象区域】
・多目的広場（香川県高松市サンポート４）（別紙１のとおり）
　【施設概要（多目的広場）】
　　・供用開始：平成16年
・高松シンボルタワー北側に隣接する広場で、日常的な休憩や交流の場として共用される施設
・世界に知られる銘石・庵治石で造ったステージやイベントなどもあり、各種屋外イベント空間として専用利用することが可能
	施設規模
	全体面積
	約8,000㎡（100m×80ｍ）

	
	水景施設面積
	約1,600㎡（45m×36m）

	
	舗装
	インターロッキングブロック舗装

	
	収容可能人数
	約2,000名

	
	搬入可能車両
	４ｔ車まで

	付帯施設
	石のステージ
	面積：幅18ｍ×奥行き８m×高さ1.75ｍ

	
	
	天面積：幅15.6ｍ×奥行き５m×高さ0.75ｍ

	
	イベント盤
	（２口コンセント1.8kw×8）×１ヶ所

	
	
	（２口コンセント1.8kw×2）×2ヶ所

	
	トイレ
	面積：60.84㎡

	
	公共用歩廊
	面積：205.54㎡


　【設置場所】
　　・高松シンボルタワー屋上広場（タワー棟８階）（別紙２のとおり）


５　業務内容
　（１）共通項目
・業務実施にあたっては、県や多目的広場指定管理者のシンボルタワー開発株式会社、設置場所管理者の高松シンボルタワー管理協議会、その他高松シンボルタワーの各施設入居者・利用者等との綿密な調整が必要であることに十分留意し、業務にあたること。
・現地で作業を行う場合は、各施設の管理者に事前に連絡し、作業を行うとき及び作業が終了したときは報告すること。なお作業は、高松シンボルタワーの警備業務を行う防災センターと作業中の警備状況について協議の上、計画し、工事(作業)許可申請書等を提出すること。
・県及び施設の管理者等と十分協議の上、多目的広場をはじめとして施設運営業務やイベント開催等に支障を与えないよう留意すること。
・本業務において業務従事者及び第三者等に及ぼした損害、既設物品及び施工物品に係る損害等は、全て受注者において補償すること。
・本仕様の解釈について疑義が生じたときは、速やかに県及び当該施設の指定管理者に報告し、指示を受けること。
・関係法令を遵守し作業を行うこと。
・本業務で知り得た内容については、秘密保持の徹底を行うこと。
・本業務の性質上、当然なすべきことは、受注者の負担において実施すること。

　（２）業務計画書の作成
　　・県に提示する業務計画書を作成する。作成にあたっては、実施設計図（別紙３）を基に業務行程や照明器具などを明確に示すこと。
　　・県の意見を踏まえ、修正意見等が出された場合は、それに基づき、再度計画書を作成すること。

（３）事業計画書等の作成
・事業計画書では、提案内容を基に事業概要、詳細なスケジュール等を記載すること。
・設計書では、設置(使用機材、数量、サイズ、設置位置、設置方法)、消費電力、期間中に想定される電気代、演出方法等のデザイン・図等を記載すること。
・安全を証明する証拠書類では、人や通行車両、周辺建物、漁業関係者等に対する影響及び実施内容が安全であるとする根拠(他の事例)等を記載すること。
・施工計画書では、工事の概要、工程、使用する機材や機械、人員体制、緊急連絡先、安
全・交通・環境管理等を記載。
・維持管理計画書では、実施体制、人員配置、連絡体制、不測の事態への対応等を記載す
ること。

　（４）照射試行
　　・照射試行は、県の立会確認による意見や改善提案を整理検討のうえ、報告書を作成すること。
　　・照射試行を基に、フォトモンタージュを作成すること。
　（５）デザインの作成
・県が提供する調査対象の配置図等、現地調査により現状把握を行うこと。
　　・観光客の滞在を促進し、長期的に夜間のシンボリックな場所となるよう魅力的な光の演出等の工夫を盛り込むこと。
　　・照明機能拡張や他のライトアップ設備との連携を想定すること。
　　・高松市中心市街地夜間景観ガイドラインを遵守すること。
　　・高松市が実施する「市道港頭中央1号線ライトアップ事業」との調和に配慮すること。
    ・県立アリーナの景観に配慮すること。

　（６）実施設計条件
　　・照明施設の保守性、安全性、将来性、環境へ配慮した適切なエネルギー使用、及び昼間景観へ配慮したものとするように考慮すること。
　　・歩行者、通行車両などに支障のならない位置とし、容易に手に触れることがなく、安全性を考慮した位置とすること。
　　・設置する照明は、重耐塩の仕様となっており、屋外での恒久的な使用に耐えるものとすること。
　　・照明装置の設置に伴う工事費用や電気代等のランニングコストが過度なものにならないよう留意すること。

　（７）器具条件
以下の仕様を満たす機器を調達し、照明器具４台構成として設置する。
　　・照明器具仕様
	設置場所
	シンボルタワータワー棟８階屋上広場（別紙２のとおり）

	メーカー
	Lumenbeam

	型番
	LBX HO RGBW40K

	アクセサリー
	スヌート（LBXSN SI CRC）

	台数
	４台



　　・照明演出制御盤仕様
	設置場所
	シンボルタワータワー棟８階屋上広場（別紙２のとおり）

	メーカー
	Lumenbeam

	構成製品
	照明制御装置（LPC）、タッチパネル（TPS5）、PoE HUB

	台数
	１台



　　・信号増幅分配器盤仕様
	設置場所
	シンボルタワータワー棟８階屋上広場（別紙２のとおり）

	メーカー
	Lumenbeam

	型番
	CBX-ST ENET

	台数
	１台


　（８）関係機関協議
　　本業務では、県や高松シンボルタワー管理協議会等との協議、調整及び申請等が必要であるため、これら関係機関への申請手続き資料を作成すること。また、必要に応じて、これら関係機関との調整を実施すること。
　　・照明装置の設置位置、色及び光量等による通行人への影響、設置箇所や施工計画等に関する協議
　　・照射試行に伴う仮設計画で必要な規制に関しての協議
　　・照射試行に伴う搬出等の協議
　　・エリア一体での中長期的な照明環境に伴う協議
　
（９）安全管理
(９－１)事故防止等
①受注者は、関係法令等に基づき、業務中の事故防止に万全を期するとともに、第三　者に損害又は危害等が及ばないよう十分に注意しなければならない。また、開館時は来館者に対して事故防止のため、安全管理に努めること。
②作業中に事故が発生した場合には、人命の安全確保を優先するとともに応急処置を講じ、原因・経過及び事故による被害の内容について直ちに県の担当者、当該施設の指定管理者、電気主任技術者及び関係官公署に連絡し、被害を最小限に留めるよう努めること。
③作業の実施にあたっては、建築物、物品等に損傷を与えないように十分な安全対策をとること。また、十分な安全管理を行い労働災害の防止及び第三者災害の防止に十分な安全対策を行うこと。
④作業には所要の人員を配置し、現場の整理整頓及び保安を行い、危険な場所には必要な安全対策を講じ、事故防止に努めること。
⑤作業を行う場所若しくはその周辺に第三者が存在する場合又は立ち入る恐れがある場合には、危険防止に必要な措置を講じ、事故を防止すること。
⑥受注者は、管理時間外に災害、事故等の異常事態に備えて、非常呼出に応じられる体制を確立し、適切な処置が講じられるように準備しておくとともに、緊急連絡先を周知しておくこと。
⑦火気の使用や溶接作業等を行う場合は、火気の取り扱に注意するとともに、適切な防火シート等を設けるなど、火災の防止措置を講じること。 

(９－２)環境保全
①作業にあたっては、業務箇所及びその周辺にある既設構造物、既設配管等に対して、支障をきたさないよう施工方法等を行うこと。
②作業の各段階において、騒音、振動、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう周辺環境の保全に努めること。



(９－３)発生材
①発生材の再利用、再生資源化及び再生資源の積極的活用に努めること。
②発生材の処理は、関係法令に基づき適切に処理すること。
　
(９－４)養生
①既存施設部分、工事目的物の施工済み部分について、汚染し、又は損傷しないよう　適切な養生を行うこと。また、汚染し、又は損傷した場合は、受注者負担により、誠意をもって復旧すること。

(９－５)清掃
①業務に際しては、その都度、後片付け及び清掃を行うこと。

(９－６)廃材
①本業務により発生した廃材は、関係法令を遵守し、適切に処理するものとし、廃棄　等に要する経費は本業務に含むものとする。

６　配置技術者関係
　（１）業務の管理及び統括を行う「業務責任者」を配置すること。
　（２）照射デザインに関する「照射デザイン責任者」を配置すること。
（３）照射試行時において、仮設、設置及び撤去等の行為を伴う場合は、関係する法令に基づき技術者を配置すること。
（４）業務責任者及び照射デザイン責任者は、照射試行時には必ず臨席すること。

７　成果品
　以下の書類を期限内に提出することとし、委託者の承認を得ること。なお、提出期限は、
契約締結後に委託者と協議の上、決定する。
（１）事業計画書、設計書、安全性を証明する証拠書類
（２）施工計画書、維持管理計画書
（３）広報用データ
　　委託者と受託者との協議により決定したものを提出すること。
（４）照射プログラムデータ
　　委託者と受託者との協議により決定したものを提出すること。
（５）事業実施報告書
　実施状況や実績等を記載すること。また本格実施に向けた課題や改善点を分析し、記載すること。
・常設照明による夜間景観のデザインコンセプト
・照明デザインのイメージ資料
　　　　・照明装置配灯図
・照明装置系統図
・照明装置リスト
・特殊演出制御概念図
・その他必要なもの

（６）成果品の利用（二次利用）
本業務成果品の所有権、著作権、利用権は、委託者に帰属するものとし、委託者は本業務の成果品を期間の制限なく無償で、自ら使用するために必要な範囲内において、あらゆる媒体、手段・方法により公開・放送等に随時利用するとともに、編集・改変を行うことができるものとする。

（７）納品データの安全管理
撮影データ並びに編集データについては、情報漏洩や滅失、毀損の防止、その他適正な管理のために必要な映像情報の管理、運営措置を講じなければならない。
また、電子媒体によるデータ納品については、ウイルス対策ソフトにより検査した上で納品すること。納品物が納品時点でウイルス感染していることにより、委託者又は第三者が損害を受けた場合は、全て受託者の責任と負担により、原状回復及びその他賠償等について対応すること。

（８）著作権等の取り扱い
本業務においては、著作権、肖像権、意匠権、特許権等、知的財産権の取扱いについて十分注意し、他社の権利を侵害することのないよう必要な調査を行うこと。万一問題が発生した場合は、受託者の責任と費用をもって適正に処理すること。
・本業務においては、著作権、肖像権、意匠権、特許権等、知的財産権について処理済の素材を使用すること。
・本業務から得られる成果物に対する全ての著作権（著作権法第 27 条及び第 28 条に定める権利を含む）は、香川県に帰属する。商標権を含む産業財産権を取得する権利も実行委員会等に譲渡するものとする。なお、本業務に先立ち受託者又は第三者が有する権利についてはこの限りではない。
・受託者は、成果物に対する著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）第二章第三節第二款に規定する権利（著作者人格権）を有する場合において、実行委員会等に対してもこれを行使しないことに同意するものとする。ただし、実行委員会等が本件制作物を再編集などの改変を加えて利用する場合、実行委員会等は事前に受託者に通告するものとする。
・上記規定は、第三者に委託した場合においても適用する。受託者は、第三者との間で必要な調整を行い、第三者との間で発生した著作権その他知的財産権に関する手続きや使用権料等の負担と責任を負うこと。
・その他、著作権等で疑義が生じた場合は、別途協議の上、決定するものとする。




　　（９）再委託
本業務の全部又は主体的部分（総合的な企画及び判断並びに業務遂行管理部分）を一括して第三者に委任し、又は請け負わせること（以下「再委託」という。）はできない。
また、本業務の一部を再委託してはならないが、あらかじめ再委託の相手方の住所、氏名及び再委託を行う業務の範囲等を記載した再委託の必要性がわかる書面を委託者に提出し、委託者の書面による承認を得た場合は、委託者が承認した範囲の業務を第三者（以下「承認を得た第三者」という。）に再委託することができる。
なお、再委託をする場合は、再委託した業務に伴う承認を得た第三者の行為について、受託者は委託者に対して全ての責任を負うものとする。

（10）その他
・不測の事態のために事業の中止を検討せざるを得ない場合は、委託者の判断に従うこと。事業を中止した場合は、それまでに発生した経費について、委託者と受託者とで協議を行い、協議の整った経費について委託者から支払うものとする。
・本業務の実施にあたっては、この仕様書のほか、関係諸法規等を遵守するとともに、安全確保に努め、県、シンボルタワー開発株式会社、及びシンボルタワー民間入居者等と十分な連絡調整を図り実施すること。
・業務に際して疑義が生じた場合は、速やかに協議し、県の指示を受けること
6

